
この情報紙は、区内のボランティアの方々に、
宛名シール貼り、封入作業を行っていただき、発行しています。
いつもご協力ありがとうございます。

３面・・・チャレンジ！ボランティア 報告
      災害ボランティアスタッフ養成講座 報告

４面・・・歳末たすけあい運動 ご協力のお願い
ボラセン交流会 予告

【特集】浜田山町会

代表 安藤 清隆さん（写真前列中央） スタッフの皆さま
あんどう きよたか
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浜田山町会の活動内容

今後について

杉並ボランティアセンターでは、「地域福祉活動費助成
金」を通して、地域で活動する団体を応援しています。
今回はその中の一つ、チャレンジ応援助成団体※

浜田山町会の代表・安藤清隆さん、スタッフの皆さんにお
話を伺いました。
※チャレンジ応援助成とは…新規の活動を応援するため

の助成金。地域の方々からの善意で集まった歳末たすけあ
い運動募金が原資になっています。

【特集企画】

地域づくりの最前線
～そのチャレンジ！応援します～

浜田山町会は、浜田山地域にお住まいの方によって
発足された自主的な組織です。1948年に下高井戸4丁目
町会として発足し、1964年の町名変更により現在の浜
田山町会となりました。全世帯数は約8,700世帯ですが、
加入世帯は約3,900世帯で、浜田山1丁目から4丁目まで
を浜田山町会として運営しています。住民相互の親睦
を深め、より良い地域づくりのために地域のさまざま
な課題解決に向けた取り組みを行っています。 浜田山が

好きだから

コンサートで浜田山を明るい街へ

主な活動として、浜田山駅を中心に月4～５回、
防犯パトロールを行っています。また、詐欺防止
キャンペーン等の防犯活動、震災救援所での防災
訓練や防災備品を試用する訓練等を通して地域が
安全になるように努めています。
また、町会のことを地域の方に知ってもらい協

力していただけるよう、地域のお祭りや敬老会、
学校、子ども子育てプラザ、商店街の行事にも積
極的に参加したり、幅広い世代で楽しめるコン
サートやピラティスの企画を始めました。町会の
会員数が増えるよう、住民同士のつながりができ
るような企画を考えるようにしています。

町会は、住民が住
民のために行う住民相互の地域活動です。若い層
では町会になじみがない方もいらっしゃると思い
ますが、まずは自分の地域の町会について知り、
これからの町会活動を担う人が増えていくことを
望みます。そのために、まず私たちができること
として町会を知ってもらえるよう、今後もイベン
トの企画運営をしたり、住みよいまちづくりのた
めに、防災・防犯活動に取り組んでいきたいと思
います。

今年の7月5日(金)に、浜田山会館のホールにて
「第二回浜田山サマーコンサート」を開催し、乳
児連れの保護者の方からお年寄りまで106名の地
域の方にご来場いただきました。
コンサートは、普段町会活動で関わりが少ない

若い世代の方などにまずは私たちの町会のことを
知っていただくことを目的に、昨年度初めて開催
しました。そこでたくさんの地域の方に喜んでい
ただき、今年度もより良いコンサートを実施した
いと思い、地域福祉活動費助成金を申請、利用さ
せていただくこととなりました。その結果、助成
金を使い、立て看板を設置し、たくさんの人の目
に入りやすくなりました。また、参加費を無料に
できたことで参加者も増え、いろいろな方に興味
を持っていただくきっかけになったと思います。
当日はプロのジャズ演奏者をお呼びすることが

できました。「星に願いを」など子どもも聴いた
ことがある名曲のジャズアレンジや、ジャズの名
曲などを演奏していただき、来場された方からは
「なじみのある曲ばかりで楽しい時間を過ごせ
た」と感想をいただきました。また、なかなか遠
くのコンサートに行くことができないお年寄りか
らは「今の年齢でこんなコンサートに出会えると
思わなかった」と、乳児を連れた保護者の方から
も「ふと涙があふれた」とご感想をいただきまし
た。町会としてこの浜田山でコンサートができた
意味を強く感じています。来年はクリスマスソン
グなどを楽しむ冬のコンサートも構想しています。

私たちは、町会として防災や防犯には特に力を
入れています。日頃からのパトロールや高齢者に
向けた詐欺防止キャンペーンを行っていますが、
住民の方に周知をしていくには、イベントの時が
チャンスだと思っています。サマーコンサートの
時も、区役所と警察のご協力のもと、参加者にチ
ラシと防災食のクッキーをお配りし、休憩時間に
防災と防犯についてお話を聞いていただく時間に
しました。防災と防犯は他人事ではなく、住民一
人ひとりの意識が大切です。浜田山町会の防災・
防犯の取組も知ってもらいたいと思っています。
浜田山町会は、杉並区の中でも加入世帯数が多

く、このエリアに長く住んできた家庭が多いこと
が特徴の一つです。昔、地域のお祭りで町会から
お菓子をもらっていた子どもが、現在は町会役員
になって子どもにお菓子を渡すようになりました。
しかし、新しくこの地域に引っ越してきた方に、
どれだけ間口を広げられるかが大事だと考えてい
ます。
私たちは年齢・性別等を問わず町会活動をして

いますが、共通しているのは浜田山が好きという
ことです。町会としては、住民の方にも浜田山を
好きになってもらい、
住んでいてよかった、安心して暮らせる地域だ
と思っていただける
ことを目指していま
す。

浜田山町会
HP：https://hamadayama-chokai.com/

今後もコンサートを
浜田山の年中行事と
して根付かせ、音楽
の力で街を明るくし
たいです。

https://twitter.com/satooyaproject


MADE IN 杉並
必見

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

杉並希望の家（久我山5-36-17）
  TEL：03-3335-3774

https://www.kibounoie.net/

ナミスケの使用許可をいただいて、希望の家の仲間たちと一緒に
作成しています。希望の家と区役所内コミュかるショップで販売中！MADE IN 杉並

必見

杉並・あしたの会福祉作業所
 （阿佐谷南3-12-1）TEL：03-5397-3636

https://www.ans.co.jp/u/ashitanokai/

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

「絞り染め手ぬぐい」です。両端がほつれない
ように三つ折り縫製となっていて使いやすいです。MADE IN 杉並

必見

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

パソコン工房ゆずりは（荻窪1-20-15）

 TEL：03-6383-5364
http://www.p-yuzu.com/index.html

チャレンジ！ボランティア 特別企画
「地域活動 自分らしく、新しく！」 を開催しました！

10月19日(土) 杉並区役所分庁舎にて、杉並区地域課(すぎなみ地域大学担当)と共同で、「チャレン

ジ！ボランティア」の講座を開催し、16名の皆さんに参加いただきました。チャレンジ！ボランティ

アとは、「これからボランティアを始めてみたい」という方々を対象にした講座です。

今回は、こども食堂の運営もされている亜細亜大学名誉教授の栗田充治氏を講師にお招きしました。

また、栗田氏と杉並どうぶつ相談員の川上愛氏、杉並災害ボランティアの会の多田邦晃氏によるパネ

ルディスカッションを行い、それぞれの活動についてご紹介いただきました。

参加者からは、「ボランティア活動は人のためと思っていましたが、自分にとってもためになる活

動と思っていなかったので驚いた」「第二部は、全く違う分野の方々の話を聞くことができ、ボラン

ティア活動の『幅広さ』を感じ

取ることができた」とご感想を

いただきました。

次回のチャレンジ！ボランティアは、12月17日(火)開催です。ご興味のある方はぜひ杉並ボランティ

アセンターまでお問合せください。講座をきっかけに、新しい一歩を踏み出していただければ幸いです。

報告

報告 令和6年度 災害ボランティアセンター
運営スタッフ養成講座 開催しました

10月26日(土)から11月30日(土)の期間で、災

害ボランティアセンター(以下、災害VC)運営ス

タッフ養成講座を開催しました。

この講座は、杉並区内で震度5強以上の地震や

大規模災害時に設置される災害VCの運営スタッ

フとしてご協力いただける方を養成します。全

3回の講座で、15名の方に参加いただきました。

講座では、杉並区の防災の取り組みや、災害VC

の機能と役割について学んでいただき、災害VC

の運営をスタッフ側として体験するシミュレー

ション等を行いました。

修了生の皆さんには、当センターで行ってい

る災害VCに関する事業にご協力いただく予定で

す。

栗田充治氏の講演では、「ボランティ

ア活動をすることで、物の見方が変わ

る。」とお話があり、パネルディス

カッションでは具体的にそれぞれの活

動を掘り下げたお話を聞けました。

▲
講師の
宮﨑賢哉氏から
災害VCの運営
スタッフの役割
についてお話い
ただきました。

失語症の方のみならず、楽しく言葉の練習になるカードです。
ひらがな、カタカナ、漢字、絵で同じ言葉を表してあります。

“ババ抜き”など
 遊び方自由！



歳末たすけあい運動

期間
12月1日～12月31日

歳末たすけあい運動 ご協力お願いいたします

募金方法

●杉並区社会福祉協議会の窓口
 （天沼3-19-16
ウェルファーム杉並2階、4階）

●町会、自治会を通じての募金
●振込 ※右記をご確認ください。

【振込方法】
◆ゆうちょ銀行もしくは郵便局で手続きする場合
ゆうちょ振込口座 記号・番号：００１８０－５－５００６２９
口座名義：社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

◆ほかの銀行等の金融機関から、ゆうちょ銀行口座へ
振り込む場合

銀行名：ゆうちょ銀行 支店名：〇一九（ゼロイチキュウ）店
口座種類：当座預金
口座番号：０５００６２９
口座名義：社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

 ※手数料をご負担いただく場合があります。
 ※ご連絡いただければ払込取扱票をお送りします。

お問合せ

歳末たすけあい運動の募金は、きずなサロンをはじめ、
地域に根差した活動を行う区内の福祉・ボランティア団体
への助成、福祉学習のために貸し出す福祉体験用具（車
いす、高齢者模擬体験セット）などに役立てられます。
 今年もみなさまのあたたかいご支援をお願いいたします。

杉並区社会福祉協議会地域支援課 連携推進係
TEL：03-5347-2064 FAX：03-5347-2063

今年度もボラセン交流会を開催することとなりました！

今回のテーマは「助成金」です。情報を交換したり、

 いろいろな団体がつながる時間になればと思って

     おります。続報は1月号（2025.1.10発行）にて！

  予定を空けてお待ちください。

     皆様のご参加をお待ちしております！

杉並ボランティアセンター

年末年始休業日
のお知らせ

杉並ボランティアセンターは

12月29日（日）
～1月3日（金）まで

休業いたします。

今年も一年間

ありがとうございました！

新年が皆様にとって

素晴らしい年と

なりますように・・・

ボラセン職員一同
ウェルファーム杉並
2階  会議室1・2
（天沼3-19-16）

会場

2/22
14：00

土
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